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はじめに

カルタゴの存在 に関心を抱いてから,カ ルタゴが存在していた現在のチュニ

ジアを訪問するまでに40年 ほどの歳月が流れた。いろいろと研究面で紆余曲

折があったことも事実だが,な かなかチュニジアという国を訪れるふんぎりが

つかなかったというのが実際のところだろう。訪れてみると,今 度はいろいろ

な関心が湧きあがってきた。その最初の訪問か ら5年 ほど経って,再 びチュニ

ジア訪問の機会が巡ってきた。その中で,今 回初めて訪問してみたいと思った

のが,エ ル ・ジェムである。

カルタゴそのものは20世 紀初頭の似非考古学者たちのせいで,時 代性その

ものを理解するのが困難なほどの状況に陥っていた。現在 もその余韻が残って

お り,い わゆるフェニキア時代のカルタゴを識別するものは数少ない。フェニ

キア時代,ロ ーマ時代,ア ラブ時代など,そ れぞれの時代のものが以前のもの

の上に築かれていき,遺 跡が複雑な地層をなしていたのが,一 つの原因である。

そのうえ,さ まざまな遺品が整理 されないまま放置されていた。中には持ち去

られていったものも当然あろう。近年ユネスコによるカルタゴ救済キャンペー

ンが実施されたものの,以 前として20世 紀初頭までに失われたものを完全に

修復するという状況にはなっていない。すなわち,長 い歴史の中で何が生じて

も不思議ではない。ただ,そ の長い歴史の中に埋没してしまったものも少な く
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はないであろう。それは何 も盗掘に限らず,あ らゆることが考えられる。歴史

の主流から埋 もれてしまったことは確かである。このエル ・ジェムにしてもそ

れに近いものがある。だが,カ ルタゴと比べると,そ の時代的な複雑性は少な

い。その点では,ま だ研究を進める上で,少 なからず利点が存在 している。

ただ,カ ルタゴにしろ,エ ル ・ジェムにしろ,チ ュニジアの遺跡はヨーロッ

パの遺跡 と比べると,そ のまま残っているという感が強いが,実 際は自然の風

化に任せっきりというところである。やっと遺跡保存の端緒に着いたところで

ある。そんな中で,と りわけ,エ ル ・ジェムでは,北 アフリカの遺跡の中では

よく手が届いている感が した。それは長年忘れ去 られていたことも同時に意味

しているのだろう。そしてそのローマ時代の円形競技場が逆に地元の人々にと

っては自分たちのアイデンティティのシンボルとして大切なものだったことも

意味 している。ある意味で,歴 史が人々のメンタリティーの中で息吹いている

ことも意味 している。歴史的遺物がただ単に過去の事物 としてだけでなく,現

実の精神性に何 らかの意味を与えていることを意味 している。

このように考えて くると,エ ル ・ジェムという場所の意味が大きく浮かび上

がって くる。この考えをどのように現実の研究と結びつけてい くのかは,こ れ

からの課題である。その課題を具体的に解きほぐすべ く,こ のエル ・ジェムと

いう場所を見ていきたい。これを北アフリカ研究の端緒にできれば,と 考えて

いる。

1.エ ル ・ジ ェ ムEIDjem(Jem) 一〉・Ut-1;"PtNJ1へ の 道 程

こ こに た ど り着 くた め に は,ま ず チ ュ ニ ジア に 入 国 す る こ とで あ る 。 い ず れ

に しろ,チ ュ ニ ジ ア に 入 国 す る に は,空 路 か 海 路 か らチ ュ ニ ス に 入 る こ とが 一

番 手 っ取 り早 い 。 そ の ほ か,陸 路 隣…国 の ア ル ジ ェ リア あ る い は リ ビア か ら入 る

とい う方 法 もあ る 。

最 初 チ ュ ニ ジ ア に入 国 した と きは,ミ ラ ノ か ら空路 チ ュ ニ ス に入 っ た が,今

回 は サ レル ノ に い たせ い で,サ レル ノ か ら海路 パ レル モ経 由 で チ ュ ニ ス に入 っ

た。 た だ,チ ュ ニ ジ ア の入 国 は空 路 に しろ,海 路 に しろ,恐 ろ し く時 間 が か か



古都トユスドゥルス(現 在のエル ・ジェム)に ついて121

る。とりわけ,海 路ではチュニジア人自身の荷物の多さに驚嘆する。まさしく,

引っ越しそのもの。ともか く,通 関に時間がかかるのはさておき,チ ュニスか

らエル ・ジェムに向かう経路は,当 然空路の利用が一つ,も う一つは陸路だが,

自動車の利用と鉄道の利用に分かれる。空路の場合,エ ル ・ジェムには空港が

ないか ら,近 隣のスース(古 名ハ ドルメ トゥム)に 降りて,陸 路の利用になる。

いずれにしても,ス ースか ら陸路ということになる。

自動車の場合,高 速道路を利用 してスースか ら一般道に入 り,エ ル ・ジェム

に向かうという方法が一般的。鉄道の場合,チ ュニス ・スース間はかなり時間

を守って運行されているが,問 題はスースからエル ・ジェムである。本数が激

減する。一 日に四,五 本 と限られてくる。私が利用 したのは,朝 八時半頃スー

ス発の南方面行の列車。そして帰路は十二時過 ぎというもの。 というのも,そ

れを逃す と,夜 九時過 ぎまで列車の運行がないという状況である。ただ,チ ュ

ニス ・スース間にしても,日 本の場合 と比べると,多 いというほどではな く,

十本前後 というところ。チュニスから南に向かう幹線にしては貧弱な感じを捨

てきれない。チュニス ・スース間が二時間前後,ス ースとエル ・ジェムの問が

一時間ほどで結ばれている。このような交通網の中から選択 して,エ ル ・ジェ

ムに至るのが現在の状況である。現在は人ロがほぼ二万人足 らずの小都市であ

る。繁華街といえるのは,駅 から円形競技場に至る地域のみ。それ以外の住宅

地は閑散としている。ただ駅を出て,円 形競技場 までは一本道。五分 も歩けば,

目の前に古代ローマ時代の円形競技場が立ちす くむ。ある意味で,壮 観な光景

である。円形競技場に向かって,左 側に小さな市場が広がっている。その円形

競技場の大きさは,ロ ーマのコロッセウムや南イタリアのカプアのものに次 ぐ

大きさを誇 り,三 万五千人の収容能力を擁するものである。ローマのコロッセ

ウムです ら,そ の収容能力が四万五千だか ら,そ の大きさはある意味で驚嘆に

値する。この円形競技場は後238年 頃に当時プロコーンスルで,の ちにトゥス

ドゥルスで皇帝に指名されたゴルディアヌスのもとローマ人たちによって建設

された。そこでは,剣 闘士の試合や戦闘馬車競走が実施されていたはずである。

ただ,一 つの可能性 として,こ の建築は完全に終わっていないと考えられてい
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る。その円形競技場の荘重さは周辺の建物の低 さの中で際立っている。その荘

重さが円形競技場を現在 まで守ってきたのかもしれない。

エル ・ジェムの地理的位置は,ス ースからスファクスに至る経路の途中の内

陸部に位置し,そ の重要性は古代においては格別のものがあった。サハラ砂漠

に至るまでの南部地域 と交易の重要拠点 としてその地理的要件を満たしてい

た。現在においては,そ の意味は薄れたものの,地 理的には好位置にある。ま

た,地 形的にも周辺に高い山々があるわけではなく,小 高い丘陵が広がってい

るだけである。ただ,耕 作地として適しているというわけではない。さほど肥

沃ではなく,水 源確保 も困難なことは確かである。そ して都市の発達とともに,

それは非常に重要な要素になってくることは周知の事実である。だから,古 代

において,何 度か水道経路を整備 している。 トユス ドゥルスとしての存在は中

世の時期に終焉 を迎え,や っと13世 紀になってエル ・ジェムという形で廃嘘

の上に新たな集落を発展させていった。

2.ト ユ ス ドゥル スThysdrusと い う言 葉

「トユ ス ドゥル ス」 とい う名 は確 か に フ ェ ニ キ ァ起 源 の もの で もロ ー マ起 源

の もの で もな い。 恐 ら くベ ルベ ル起 源 の名 で は な いか と考 え られ る。 確 か に そ

の名 の起 源 につ い て系 譜 を知 りえ な い し,現 在 に至 る ま で そ の名 に 関す る先 ロ

ーマ 期 の碑 文 が 発 見 さ れ た と い う こ と も な い
。 と りわ け ロ ーマ 時 代 に は数 多 く

の名 の形 態 が 残 存 して い る 。 例 え ば,ユ リウ ス ・カエ サ ル の 『ア フ リ カ戦 記 』

に は,「 テ ィス ドラTisdra」 の 議 員 と い う叙 述 が あ る が,「 テ ィ ス ド ゥル ス

Tisdrus」 とい う叙 述 もあ る。 また,大 プ リニ ウス は 「トゥス ド ゥリ ヌス の 集 落

oPPidumTusdritanum」 と叙 述 して い る上 に,さ ら に 「トユス ド ゥリ ター ヌス の

市 民civisthysdritanus」 と も叙 述 して い る 。 さ らに,当 時 の 道 路 地 図 で あ るポ

イ テ ィガ ー 古 地 図 に は,「 テ ィ ス ドゥ ル スThisdrus」 の 名 が 見 られ,ア ン トニ

ヌス の 道 程 表 で は 「トゥス ドゥル スTusdrus」 との 名 が 見 られ る。 『皇 帝 誌 』 の

作 者 た ち は238年 の 出 来 事 を 語 る さ い に,あ る と き は 「トユ ス ド ゥ ル ス

Thysdrus」 と,ま た あ る と きは 「トユ ス ドゥル スTysdrus」 と記 述 して い る。
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こ の よ うな 差 異 は,『 ラ テ ン碑 文 集 成 』 の 中 に も見 られ る し,そ の 中 に は 「ト

ゥス ドゥル スTusdrus」 の 形 や民 族 と して の 「ト ゥス ドゥ リ タ ー 二Tusdritani」

な ど と記 さ れ て お り,同 様 に 「ト ゥス ド(ウ ル ス)Thusd(rus)」 や 「トユ ス

ズ(ド ゥ ル ス)Thyz(drus)」,「 トユ ス ド ゥル スThysdrus」 と い う形 も見 られ

る。 こ の うち の最 後 の形 が 今 日採 用 さ れ て い る形 で あ る。

こ の トユ ス ドゥル ス とい う名 を特 徴 づ け る た め に は,名 前 の 由来 に 関す る確

実 性 が 欠如 して い る に もか か わ らず,ベ ル ベ ル 語 源 のZURやZRと の親 近 性 を

認 め よ う と して い る。 この よ うな単 語 は得 て して果 物 を表 現 す る デ ザ イ ンが付

加 され て い る 。 例 え ば,ZURは エ ル ・ジ ェ ム の 高 原 地 帯 に 生 き残 っ て い る葡

萄 を,ま たZUは 多 数 の 果 物,と りわ け この 地 域 で は さほ ど普 及 して い な い無

花 果 を伴 な っ て い る。

も しこ の よ うな 親 近 性 が 関 わ り を持 っ て い る の な ら,確 か にAsdremと か,

Tasdremt,あ る い はTistramの よ う な名 詞 との 関係 に 適 合 す る の だ が 。 こ の よ

うな 名 詞 の もつ 異 な った 意 味 は別 に して も,「 通 路 」 の観 念 と強 く結 びつ い て

い る 。 言 い換 え れ ば,「 壁 に側 して い る狭 い通 路 」 とか,「 耕 作 地 に側 して 家 畜

の た め に作 られ た 通 路 」,も っ と広 義 に は 「困 難 な通 路 」 な ど と結 びつ い て い

る。 ア トラ スAtlasの 地 名 の 中 で,そ れ は 人 の 手 に よ っ て建 設 され た通 路 あ る

い は小 石 で 形 成 され た小 道 が 近接 して い る集 落 を指 摘 して い る よ うだ 。 トユス

ドゥル ス の 名 が 通 路 の 観 念 を想 起 させ る場 合 に は,そ れ は トリポ ニ タニ ア に存

在 す る類 似 した 場 所 の 名 に近 づ け られ て い る はず で あ る。 そ の 場 所 は 「小 ゾ ウ

ア ラZouaralapiccola」 の 近 くで,「 ク サ ー ル ・オ ウ ズ デ ルKsarOuzder」 で,接

頭 辞 が つ い て い る もの の,ZDRと い う 同 じ語 根 に な っ て い る。

さ て,14世 紀 の ア ラ ブ の 旅 行 者 ア ル ・テ ィ ジ ャー 二AlTijaniに よれ ば,オ

ゥズ デ ル は 中世 にお い て,旅 行 者 た ち,と りわ け メ ッカ に赴 い て い た巡 礼 者 た

ち に と っ て必 ず 通 る通 路 だ っ た。 そ こ で は,し ば しば襲 撃 さ れ た り,盗 難 に あ

っ た り,挙 句 の 果 て に は そ の 地 に 住 ん で い た ベ ル ベ ル 族 の カ ー レ ジ テ ィ

kharejitiの 側 か ら奴 隷 と して キ リス ト教 徒 た ち 売 買 され た り して い た 。 言 葉 の

親 近 性 は ま た,タ オ ウ ス ドラTaousdraの 名 を もた ら して い る チ ュ ニ ジ ア の ボ ン
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岬にあるベルベル族の地名との似通いがある。

ともか く,こ の親近性はトユス ドゥルスの適性や役割を確認 しているように

思える。つまり,ト ユス ドゥルスはこの地域の南北に走る基軸道路のうちの最

重要な通路の一つを支配 し,沿 岸か ら内陸部への出入口の通路 を制御 してい

た。

この自然で特権的な通路は,ベ ルベル族の小さな田舎の密集地として誕生 し

た。その初期の発展の要因は,沿 岸地帯か ら当時まで本質的に農村地帯であっ

た内陸部にまで,フ ェニキア ・カルタゴの勢力が浸透 してきたことと関係が深

い。その当時大いに都市化され,あ る意味で繁栄 していた。急速に発展 し,同

時に都市としての価値を帯びてきたはずである。内陸部へのフェニキア ・カル

タゴ勢力の浸透の支えとしての,ま た逗留地としての役割は,初 期の トユス ド

ゥルスの密集地の進展に大いに寄与 していた。

今 日までこの時期に関 して,フ ェニキア ・カルタゴ時代にまで遡及される墓

地群か ら出土 して くる数少ない考古学的な史料にのみ頼っている。その墓地は

非常に脆い粘土質の凝灰岩で形成された土地の上にあった。だから,そ の地は

一度ならずとも,と りわけ19世 紀の紛争地帯 として混乱の渦中にあった。そ

の後,そ の地は現在では公共広場 として存在 している。1960年 に,古 代の墓

地か ら史料を収集することができたので,若 干の,奇 跡的に破壊から逃れた

品々や遺骨のみが残った。その詳細は,蓋 付 きスープ入れが1個,21個 の塑

像テラコッタ製のカップ,広 口瓶8個,小 さなガラス瓶2個,旋 盤加工 したテ

ラコッタ製の皿8枚,ラ ンプ10個,そ のうち4個 はひれ状の装飾がなされて

いた。このような遺物から判断すると,か な りの貧困さが全体像として見えて

くるとともに,都 市 トユス ドゥルスはフェニキア ・カルタゴ期には,少 な くと

もまだ繁栄の兆候は見られない。

穏健な都市 トユス ドゥルスは,前2世 紀後半から後1世 紀前半にかけて,そ

の地域の歴史を左右するような大事件に何 ら役割 を担っていた ように思えな

い。 トユス ドゥルスの名は第三次ポエニ戦争にしろ,前146年 のカルタゴの滅
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亡にしろ,そ の名が出てくることはなかった。さらに,そ の古 くからの領域に

ローマの属州Africavetusが 建設 された時にも,ロ ーマ人が名高い王ユグルタ

に対 して,新 たに獲得した領土を防衛 し,マ グレブの地域への覇権を維持すべ

く,戦 いに駆 り立てられていた時にも,ト ユス ドゥルスの重要性は微塵 も見 ら

れなかった。この世紀はさらに,ロ ーマのアフリカ政策の欠如を浮き立たせて

いた。歴史家テオ ドール ・モムゼンは,こ の状況を的確に表現している。すな

わち,「 その領域の利益を発展 させるためでも,他 の人々がそこで利益を享受

しないためにも,そ の領域を占有 していた。新たな生活を創建するためではな

く,そ の死体を見守るために」 と。ここにローマがこの地域に何を望んでいた

のかが見て取れる。ただ,都 市ローマの進展のためにこの地域,属 州アフリカ

を利用 していた。 これはその地に居住する人々の精神性を大いに蝕んでいっ

た。

トゥス ドゥルスはこの時期ののち,自 らの生 き残る道を見出した。それは逆

に言えば,ロ ーマの覇権が弱体化 していったこととの結びつきが考えられる。

ローマはそれなりに自らの文化をこの地に移入 していったが,そ れをしてこの

地のローマへの隷属化を変化 させるような意図はさらさら抱いていなかった。

ここにローマ支配の暗い影の部分が見えてくる。その部分は歴史の中には残 り

にくいもので,た だ文献史料に頼っているだけでは限界が見えてくる。属州ア

フリカにおける トユス ドゥルスの地理的な重要性が理解されるにはさらに時代

を経過する必要があった。

3.そ の歴史的地理的な意義

フェニキア ・カルタゴ期以降,こ の地にやってきた人々の中で,ま ず重要性

を帯びているのはユリウス ・カエサルである。 トユス ドゥルスは歴史の表舞台

に登ってくる。

属州アフリカは,ユ リウス ・カエサルを支えていたポンペイウスや政治的な

権力を保持 していた人々を支持 していた共和派に全帝国の中で反旗を翻 した戦

いの勃発まで,ロ ーマの最大の憂慮であった。このアフリカにおける共和派の
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指導者はカトー一族で,ベ ルベル族の王ユバー世 との同盟関係を維持 していた。

このユバー世は想像以上に,出 来事が彼に好意的に展開することで,カ ルタゴ

の旧領土の再征服,そ して彼の利益にも適ったマグレブの統一の実現 という希

望を気持の中に秘めていた。カエサルのアフリカへの個人的な介入は彼の夢 を

砕 き,そ の地域におけるローマの支配を強化 した。この機会に,ト ユス ドゥル

スは初めて歴史の表舞台に登場する。

前47年 末,カ エサルはアフリカに上陸し,ポ ンペイウスの信奉者たちを打

破することを決意していた。陣営 をルスピーナ(現 モナスティール)付 近に設

置し,す ぐにレプティス ・ミヌス(現 レムタ)を 占領し,多 量の物資を贈 り,

カエサルの保護 を要請 していたアコッラに大部隊を派遣 した。彼はルスピーナ

に常駐 し,ト ユス ドゥルスから派遣 された使節がイタリアの商人や農耕者たち

に属 している多量の穀物を保管 しており,彼 らの自身の財産の保護のために駐

屯部隊の派遣を催促する伝言 もそこで受け取った。カエサルは 『アフリカ戦記』

の中で,「 その熱意に感謝 し,彼 らに速やかに部隊を派遣することを約束 し,

勇気づけ,故 郷の民のもとに戻るように丁重に応 じた」 と語っている。 トユス

ドゥルスの使節は,明 らかにカエサルのアフリカ遠征の最初の日々が,混 乱や

略奪を鎮圧するために,ポ ンペイウスー派が行動 した以上に憂慮 した行動をと

っていたので,カ エサルに白羽の矢をたて要請を行なったと考えられる。いず

れにしても,カ エサルは約束 した守備隊を派遣 し,自 軍に豊富な物資を供給す

るにはさまざまな影響を受けやすい大量の穀物については,そ れを囲い込むこ

とはしなかった。彼の軍団は少 し前には飢餓寸前であったにもかかわらず。こ

こにカエサルの機を読み取る天賦の才が見 られることは十分に理解できる。

実際,カ エサルの行動は戦略的側面からも正当なものだと見倣されている。

つまり,ア コッラに守備隊を派遣 して問もなかったし,ト ユス ドゥルスに軍を

派遣する余裕 もなかった。 とりわけ,内 陸部の都市 との伝達 という側面で,沿

岸諸都市 とは異なり,困 難な面を考慮 していたといえよう。また他の観点から,

サルスティウスのケルキーナ(ケ ルケンナ諸島)遠 征が穀物輸送船の大部分を

供給する困難さが浮かび上がっていることか らも考 えられる。前46年3月 下
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旬 頃,カ エ サ ル は新 た に穀 物 欠 乏 の都 合 をつ け るべ く,一 連 の軍 事 行 動 を推 し

進 め よ う と動 い た が,物 資供 給 の 困難 さが そ こに存 在 して い た。 そ れ で,ゼ ー

タ,次 い で サ ル サ ー ラの 町 を支 配 し,前46年3月24日 に トユ ス ド ゥルス の方

向 に 向 か っ た 。 そ の 町 は少 し前 に,ポ ンペ イ ウス ー派 の コ ン シデ ィウ ス の手 に

落 ち て い た 。 コ ン シデ ィ ウス は,カ エ サ ル が 町 の穀 物 を支 配 す る の を阻止 す る

意 図 を もっ て,強 力 な 守備 隊 と剣 闘士 の 部 隊 と と もに トユ ス ドゥル ス を占領 し

て い た 。 トユ ス ドゥル ス は,カ エ サ ル の攻 撃 に対 処 す るに は,サ ル サ ー ラ よ り

も強 靭 な城 塞 が あ った の で 好都 合 の よ う に思 わ れ た 。 さ ら に水 源 の 問 題 も近 隣…

諸都 市 と比 べ る と,比 較 的 安 定 して い た か らで あ る。

そ の の ち,カ エ サ ル はポ ンペ イ ウス ー 派 を打 ち破 り,タ プ ソス 近 くで そ の 同

盟 者 ユ バ の 軍 勢 を打 ち砕 い た 。 そ の 時 か ら,ア フ リ カで 重 要 な反抗 は生 じ なか

った 。そ の 当 時 この属 州 の首 都 で あ っ た ウ テ ィカ は,カ エ サ ル の た め に 開港 し,

カ トー 一 族 は没 した 。 ユ バ はザ マ 近 辺 まで 落 ち延 びた が,結 局 自害 し,そ の 領

土 は ロ ー マ帝 国 の 中 に編 入 さ れ た。 この新 た な属 州 は,以 前 の"Africavetus"

と区 別 す べ く,"AfricaNova"(新 ア フ リ カ)の 名 を与 え られ た 。

カエ サ ル はそ の さい に,敵 に加 担 して い た 全 て の 人 々 に対 して 何 らか の 措 置

を講 じた 。 タ プ ソス の 住 民 に は強 要 を,す な わ ち二 百 万 セ ス テ ル テ ィス の 貢 税

を課 し,ロ ー マ 市 民 の 「敵 加 担 者conventus」 に は 三 百 万 セ ス テ ル テ ィス を課

す と と も に,カ エ サ ル 自身 の 懐 は膨 らん だ。 タ プ ソス よ りも豊 か だ っ たハ ドル

メ ト ゥム に は三 百 万,ロ ーマ 市 民 の敵 加 担 者 に は五 百 万 を課 して い た。 そ れ に

対 して,ト ユ ス ド ゥルス か らは,一 定 量 の穀 物 以 外 何 ら特 別 な貢 税 を講 じる こ

と は なか っ た。 そ れ は歴 史 の 中 で物 語 っ て い る よ う に,ト ユス ド ゥル ス は ま だ

何 の 重 要 性 も も っ て い な か っ た か ら に 他 な ら な い 。 つ ま り,"Tisdritanos

propterbumilitatemcivitatis,certonumerofrumentimultai"と ・ タ プ ソ スや ハ ドル

メ トゥム と比 べ,ト ユ ス ドゥル ス は た だ慎 ま しや か な新 開地 で あ っ た。

そ の新 開地 トユ ス ドゥル スが 自由 開放 都 市 と して発 展 して い く きっ か け を与

え て い た 時期 だ と もい え る。 カ エ サ ル の存 在 は トユ ス ドゥル ス の歴 史 の表 舞 台

の 中 で の 立 場 を確 立 す る た め に,非 常 に 重 要 で あ っ た と もい え る。 そ の結 果,
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アフリカにおける大都市 として上昇 してい く前の町の形成を顕わにしてお り,

カエサルの時代か ら始まり属州を特徴づける新たな政治的経済的接点への町の

形成を明らかにしている。

カエサルは,属 州の計 り知れない経済的人的な潜在能力を意識 してお り,カ

ルタゴの滅亡 とは根本的に異なる,新 たな政治的方向づけに道を与えた。とり

わけ,現 状維持主義 という観点から市民 という側面に道を拓いた。すなわち,

ローマの生活圏と植民化政策という広大な計画の実現に着手 した。このように

カルタゴを再生させ,植 民市を始め,地 中海の両側からのす ぐに手の届 く位置

にあったという理由か らではなかった。 しか し,カ エサルにはその計画を実現

するだけの時間的余裕がなかった。さらに完壁にするためには,ア ウグス トゥ

スを待望 しなければならなかった。このカルタゴの例に続いて,他 の植民市が

カルタゴ圏に誕生 していった。すなわち,マ クスーラ(現 ラデス),ウ ティー

ナ(現 ウーダーナ),内 陸の肥沃な土地やボン岬にクルペア(現 ケリビア),ク

ルビス(現 コルバ),カ ルピス(現 ムレイッサ),そ して恐らくネアポリス(現

ナベウル)な どである。ただ,こ のような植民市への定住の選択は偶然の産物

ではなかった。ボン岬やその港の戦略的な位置は顕著なもので,そ の豊かな農

産物はすでにアガトクレスやレグルスのときから,ギ リシア人やローマ人の注

目を引きつけていた。いずれにしても,カ エサルやアウグス トゥスの目的はは

っきりしてお り,属 州や帝国の進展の壮大でダイナミックな観点の中に入って

いた。

1)肥 沃な土地への自軍の老練兵あるいは植民者の定住

2)ロ ーマとアフリカの豊かな穀物を生産する土地との容易で無数の連結

の確保

3)ロ ーマ基準での市民生活の再編成に着手

4)ロ ーマ化の普及を沿岸から内陸部へと拡張

このような改革計画の中で,ア ウグス トゥスはアフリカにおける二つのローマ

属州を単一化することを決め,そ こに"AfricaProconsularis"の 名をつけ,滅

亡から復活し,カ エサルの願望によって再建設されたカルタゴにその首都 をお
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いた。これは,ま さに新たな時代の始まりだった。すなわち,ア フリカにとっ

ては,そ の繁栄 と本質的な発展を認識する地方にとって,そ して絶頂点に達 し

た文化にとっては,物 質的精神的な進展の始まりだった。

トユスドゥルスは,カ エサルによって自動的に貢税を背負わされた控え目な

町で,ロ ーマ帝国内部で光明を得るような運命を持ち合わせていたとは考えら

れなかったが,無 名のまま終わったわけではなかった。例えば,大 プリニウス

によって叙述された自由開放都市oppidalibera30の 中に入っていたことからも

それを覗うことができる。前111年 の農業法に引用されており,当 初は自由開

放都市は7都 市のみであった。それらの都市は第3次 ポエニ戦争の最中,カ ル

タゴに対し,ロ ーマを支持していたので,自 治を確保することができ,行 政的

立法的特権を保持 しており,重 い貢税stipendiumの 支払いを同時に免除されて

いた。属州内の他の都市は,何 らかの重要性 を享受していたけれども,重 い貢

税 をローマに支払っていた。ともか く,そ の安楽さから彼らの伝統的な制度を

基盤に置きつつも,属 州総督の権威 にひれ伏していた。行政官としての扱いを

受けていたが,そ の権力は彼 らの意志 に寄っていたことは明らかだった。 トゥ

ス ドゥルスの自由開放は恐 らくユグルタ戦争ののちに,他 の町にも譲渡されて

いたようだが,カ エサル,特 にアウグス トゥスがこのいわゆる 「自由開放都市

oppidaIibera」の数を30に まで増や していた。

自由開放都市 とは,自 らの領土 をもち,自 らの政治制度を保持 し,そ の伝統

を守 り,恐 らく 「重税stipendium」 から解放されていた。その中で,ト ユス ド

ゥルスは属州内の他の都市の多 くのように,活 発な自治生活を保ち,明 らかに

フェニキア時代のカルタゴのような政治体制を整えていたに違いない。その都

市の権力は,多 少 とも行政委員や貴族によって構成 されていた会議で区分けさ

れていたようだ。例えそれが限定されたものであったとしても,時 代に応 じて

人々の声を代表する決定権を持ってお り,そ の役割は現実的なものだったとい

えよう。 しか し,ロ ーマの共同体やローマ化をないが しろにして,さ も都市は

別個に存在 していたかのようだが,市 民はローマか らの特権を有 し,市 民権を

享受 していたことは疑いもない。ただ,こ のような都市の状況が司法に至るま
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で 及 ん で い た とは 考 え に くい とこ ろ で あ る。

むすびにかえて 一 アウグス トゥス時代の トユス ドゥルス

紀元後の二世紀の問,碑 文史料 とか考古学史料が唯一最良の情報提供方法で

あるにもかかわらず,ト ユス ドゥルスはめったに史料の中に登場 してこない。

現実には,こ れらの史料は,都 市の進展の貴重でマクロ的な考えを構成するた

めに,多 数存在しているわけではない。しかし,都 市生活やその歴史を知るた

めに,若 干の流れを示唆して くれることは事実である。

アウグス トゥスの時代には,ア フリカに関する情報がほとんどなく,ア ウグ

ス トゥスに結びつ くものはごく限られたもので しかない。 トユス ドゥルスに関

しても同様で,皇 帝の大理石碑文が発見された。それはガレリア族の ト占官マ

ルクス ・ガウィウス ・テ トリクスによってなされたアウグス トゥス救済のため

の月占いであった。前一世紀後半に遡及され,こ の奉献はアフリカにおける最

古のラテン碑文で,明 らかにトユス ドゥルスに関しては最古の碑文史料である。

部族の指摘は,マ ルクス ・ガウィウスにとっては重要なことだった。それが市

民権の有無の印だったからである。全ローマ市民は,当 初領土的な環境に応 じ

ていたが,ロ ーマの征服 と市民権の拡大にともなって帝国の住民数がかな り増

加 し,35部 族に分割されていった。その結果,地 理的な付加価値その ものが

変化 していった。すなわち,部 族の指摘が市民権に通ずるようになっていった。

トユス ドゥルスを言及している碑文では,四 つのみが部族を叙述している。そ

のうち ト占官を含む三人がガレリア族に属 していた。あと一人はクィリナ族だ

った。つまりその人物は町に属していなかった。事実,ラ ンベジ碑文はトユス

ドゥルスの市民の表現に,ア フリカではめったに出て来ない部族であるガレリ

ア族を付加 している。それに対 して,ク ィリナ族は前43年 に建設された植民

市リオーネに属している。そしてカエサルやアウグス トゥスによって多数のス

ペイン都市に帰属 していた。部分的に,こ の事実を ト占官記述に近づけ,こ の

町の僧職がローマの僧職のように,僧 職団を構成 し,さ らに他の観点か らアウ

グス トゥス時代の神殿に属 しているに思われる建築装飾の要素がエル ・ジェム
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で発見されたことを考えてい くと,カ エサル,あ るいは可能性としてアウグス

トゥスが古参兵をトユス ドゥルスに,後 背地と沿岸地域との関わりに対する戦

略的な重要性を見出し,居 住させえたことに示唆を与えてお り,そ こにローマ

ではトユス ドゥルスの部族として認められていたユリアという 「偽部族」の存

在の説明を臭わせる蓋然性があるように思われる。いずれにしても,少 数の古

参兵の存在がカエサルの時代 までイタリアからの居住者の存在があ り,ト ユス

ドゥルスに小 さなローマの共同体 を穏健 に存在 させてお り,そ れがこの地域の

ローマ化 に何 らかの関わ りを持っていたと考えてい くのが一般的な考え方であ

ろう。

つまり,ト ユス ドゥルスの存在はカエサル,あ るいはアウグス トゥスの時代

にその存在価値 を見出され,以 後のローマ化への道を拓いていった。そしてそ

の後,ト ユス ドゥルスは帝国の中で自らの地位 を築いていった。さらに,そ の

繁栄期には,ゴ ルディアヌスという名の皇帝を輩出している。 トユス ドゥルス

の繁栄は,ロ ーマ帝国の頽廃期 と期を一にしているところが,歴 史の皮肉でも

ある。ある意味で,北 アフリカの繁栄がローマ帝国の衰退に寄与 していたとも

考えられる。それはキリス ト教の繁栄 との関わりという観点からも考えられる

ところである。地中海を挟んだヨーロッパ側 とアフリカ側 との繁栄 と衰退のバ

ランスはよく見てい く必要があるのか もしれない。

[トユス ドゥルス関係年表抄]

前3世 紀

前47年 末

都市建設

ユ リウス ・カエサルがルスピーナ(現 モナスティール)付 近で

トユス ドゥルスからの使節が多量の穀物を用意 していることを

告げにやって くる

前46年3月24日

ユリウス ・カエサルがその要塞によってよく防御 されていた ト

ユス ドゥルスの支配を試みる

前46年 カエサルがただ穏健な新開地 として存在 していた トユス ドゥル
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スに貢税を強要する

前1世 紀末 一後1世 紀初め

トユス ドゥルスは属州の30「 自由都市」の一部をなす

このアウグス トゥス帝時代に神殿と恐らく初期の小さな円形競

技場を建設する

カエサル時代に保障されていたイタリア人の居住を強化すべ く

老練兵たちが移住 してくる

後1世 紀 トユス ドゥルスはますます発展し,対 外交易を開始する

後1世 紀末 大建築物のラッシュ,す なわち水道工事や丘陵地を背に第二の

円形競技場など

後2世 紀 とりわけこの世紀後半に都市の繁栄期

壮麗な居住地や豊かな記念碑的な建築物(特 に浴場)

後117年 トユス ドゥルスとハ ドルメ トゥムとの間で,両 都市間の教会に

位置 していた ミネルウァ神殿を対象にして抗争が勃発する

後3世 紀(初 め)大 円形競技場の建設

「自由都市」は自治都市の段階に近づ く

後238年1月 財務執政官マクシミヌスの高圧的な政治に蜂起 し,殺 害,ゴ ル

ディアヌスー世が皇帝を宣言

後238年 トユス ドゥルスに対する復讐,ゴ ルディアヌスー世,二 世の死

でゴルディアヌス三世が帝国の頂点に

後3世 紀半ば 都市は植民市の地位に昇る

後3世 紀後半 都市の食糧事情を増強すべ く新たな水道工事

323年 一333年 浴場の修復工事

393年

411年

641年

648年

カトリックの司教の言及

カトリックの司教とドナティウス派の司教の言及

カトリックの司教の言及

スベイ トラで敗北したビザンツの残存兵士が要塞と化 した円形

競技場内部に民衆とともに立て籠もり,ム スリムの兵士たちに



8世 紀初め

13世 紀初め

13世 紀
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包囲される

アラブの将軍ハ ッセン ・イブン ・ノオマーネに追撃されたアウ

レスの有名な女王カヘナは円形競技場の中に閉じこもり,長 期

の包囲戦でそこに被害を被る

伝説によれば,サ ッラクタの港 とその競技場を結ぶ地下通路の

発掘に寄与 していた

アルモラヴィーデ族の勇敢な冒険家イブン ・ガーニアがその地

域の支配を試み,円 形競技場の中に避難していたアルモハーデ

ィ族を包囲した

古代の トユス ドゥルスの廃嘘の上に,エ ル ・ジェムの集落が形

成
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[付記]こ の研 究ノー トは創価女 子短期大学 の2009年 度 の在外研究 の成果の一部 と

して発表す るもので ある。 関係各位 のさまざまな援助 に感謝 の意 を表す る。 トユス

ドゥルス,現在 のエ ル ・ジェムはわが 国ではあま りよ く知 られていない古代都市 で,

なかなか訪 れることの少 ない場所 でもある。


